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本論考では、人本主義への批評を行うにあたって有効な 2 つのフレーム、つまりマクロとミクロの 2 つのフレーム
を使い、マクロなフレームとしては、イデオロギーにおける系譜学理論を、そしてミクロフレームとしては、 「人間
中心主義 (anthropocentrism) J 及び「デカルトの認識論的二元論」をつかっている。Althusser-Lamm によると、
人間存在における優勢なメタ言説、つまり前近代における神中心的なメタ言説、モダニズ、ムにおける人本主義的メタ
言説、ポストモダニズムにおける反人本主義的メタ言説などは、そのような優勢な信念体系であるといえる。本論文

















































































































びポスト・ヒューマニズムについて論じた後、第 6 章及び第 7 章では、以上扱ってきた全ての思想体系の根本にある
二項対立論を超越する方法として、三項パラダイムの実験を試みる。その三項パラダイムとは、キリスト教神学に基




第 2 章から第 7 章まで一貫して「人間解放J としづ概念を取り扱っているが、それに関連してヒューマニズムもポス
トモダニズムも、精神一物質二分法の問題の解決として、究極的には、物質主義崇拝を温存した解決しか提供してい
ないという、現代思想の逆説的な限界を示していると言えるであろう。膨大なテキスト精読に基づいて高速なヴィジ
ョンを綴ったこの論文は、博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値あるものと認めるものである。
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